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介
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公
開
史
料
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用
い
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読
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弟
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係
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小　

枝　

義　

人

要
旨　

二
〇
二
二
年
七
月
八
日
、
元
首
相
・
安
倍
晋
三
を
死
に
追
い
や
っ
た
銃
撃
事
件
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
に
衝
撃
を
与
え
た
。
首
相
・

岸
田
文
雄
が
決
断
し
た
吉
田
茂
以
来
の
安
倍
の
国
葬
挙
行
も
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
が
、
現
職
議
員
で
あ
っ
た
安
倍
の
国
会
で
の
追
悼
演
説
を
、

立
憲
民
主
党
の
元
首
相
・
野
田
佳
彦
が
行
う
ま
で
の
紆
余
曲
折
も
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
。

　

そ
の
前
例
と
さ
れ
た
の
は
、
池
田
勇
人
内
閣
期
の
一
九
六
〇
年
一
〇
月
一
二
日
、
早
期
の
衆
議
院
解
散
が
既
定
事
実
と
な
る
中
、
日
比
谷
公
会
堂

に
て
開
催
さ
れ
た
自
民
党
、
社
会
党
、
民
社
党
「
三
党
首
大
演
説
会
」
で
、
社
会
党
委
員
長
の
浅
沼
稲
次
郎
が
演
説
中
、
山
口
二
矢
と
い
う
一
七
歳

の
右
翼
少
年
に
刺
殺
さ
れ
た
際
、
解
散
を
行
う
臨
時
国
会
の
場
で
行
わ
れ
た
池
田
に
よ
る
浅
沼
に
対
す
る
追
悼
演
説
で
あ
る
。
演
説
原
稿
を
執
筆
し

た
の
は
、
池
田
の
首
相
政
務
秘
書
官
・
伊
藤
昌
哉
で
あ
っ
た
。
こ
の
演
説
は
、
日
本
に
お
い
て
は
本
格
的
な
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
演
説
の
嚆

矢
と
さ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
は
後
年
、
政
治
評
論
家
に
転
じ
た
伊
藤
と
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
死
去
す
る
二
〇
〇
二
年
一
二
月
ま
で
、
放
送
記
者
や
新
聞
記
者
の
立
場

で
の
取
材
を
通
し
て
凡
そ
二
〇
年
間
の
交
流
が
あ
っ
た
。
伊
藤
の
死
後
、
淳
子
夫
人
か
ら
故
人
の
政
治
史
料
の
一
部
を
託
さ
れ
た
経
緯
も
あ
る
。
そ

の
中
に
「
池
田
さ
ん
と
私
（
人
間
関
係
）」
と
題
す
る
二
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
ブ
ル
ー
の
イ
ン
ク
で
書
か
れ
た
二
四
枚
に
亘
る
メ
モ
が
あ
っ
た
。
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そ
れ
に
加
え
、
同
じ
く
二
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
七
枚
に
綴
ら
れ
た
補
足
メ
モ
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

升
目
を
埋
め
る
だ
け
で
な
く
、
用
紙
の
欄
外
に
も
、
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
様
々
な
こ
と
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
の
メ
モ
を
翻
刻
し
、
池

田
と
伊
藤
の
間
に
存
在
し
た
濃
密
な
師
弟
関
係
を
紹
介
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
こ
の
メ
モ
か
ら
、
最
高
指
導
者
と
そ
れ
に
仕
え
る
者
の
間
に
存

在
す
る
規
範
、
秩
序
が
見
い
出
せ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
池
田
勇
人
、
浅
沼
稲
次
郎
、
登
坂
重
次
郎
、
情
報
将
校

　

解
説

　

伊
藤
昌
哉
と
は
、
い
か
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
簡
単
に
伊
藤
の
履
歴
を
辿
っ
て
お
こ
う
。
伊
藤
は
戦
前
、
中
国
・
大
連
で
生
ま
れ
て

い
る
。
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
陸
軍
西
部
四
二
部
隊
主
計
少
尉
、
中
尉
と
し
て
中
国
大
陸
で
従
軍
、
敗
戦
後
、
福
岡
に
引
き

揚
げ
、
西
日
本
新
聞
社
に
入
社
し
、
東
京
支
社
に
て
経
済
部
、
政
治
部
記
者
と
し
て
勤
務
し
た
。
経
済
部
に
い
た
頃
、
池
田
勇
人
の
知
遇

を
得
て
、
や
が
て
退
社
し
、
池
田
が
創
設
し
た
自
民
党
の
派
閥
・
宏
池
会
に
入
職
し
た
。
池
田
の
首
相
在
任
中
は
政
務
秘
書
官
と
し
て
、

一
心
同
体
の
よ
う
に
仕
え
、
後
に
大
平
正
芳
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
大
平
内
閣
発
足
に
尽
力
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　

筆
者
は
後
年
、
政
治
評
論
家
に
転
じ
た
伊
藤
と
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
死
去
す
る
二
〇
〇
二
年
一
二
月
ま
で
、
放
送
記
者
や
新
聞
記

者
の
立
場
で
の
取
材
を
通
し
て
凡
そ
二
〇
年
間
の
交
流
が
あ
っ
た
。
伊
藤
の
死
後
、
淳
子
夫
人
か
ら
故
人
の
政
治
史
料
の
一
部
を
託
さ
れ

た
経
緯
も
あ
る
。
そ
の
中
に
「
池
田
さ
ん
と
私
（
人
間
関
係
）」
と
題
す
る
二
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
ブ
ル
ー
の
イ
ン
ク
で
書
か
れ
た
二
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四
枚
に
亘
る
メ
モ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
同
じ
く
二
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
七
枚
に
綴
ら
れ
た
補
足
メ
モ
も
残
さ
れ
て
い
る
。
升
目

を
埋
め
る
だ
け
で
な
く
、
用
紙
の
欄
外
に
も
、
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
様
々
な
こ
と
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
こ
の
二
つ
の
メ
モ
は
、
池
田
の
死
後
に
書
か
れ
た
こ
と
は
内
容
か
ら
も
明
白
だ
が
、
一
体
、
何
の
目
的
で
書
か
れ
た

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
中
身
は
「
伊
藤
と
池
田
の
関
係
」
に
絞
っ
た
も
の
で
、『
池
田
勇
人
―
そ
の
生
と
死
』（
至
誠
社
、
一
九
六

五
年
）
を
始
め
、
伊
藤
が
執
筆
し
た
著
作
の
中
に
も
、
こ
こ
ま
で
赤
裸
々
に
心
象
風
景
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

最
初
に
「
池
田
さ
ん
と
私
（
人
間
関
係
）」
と
記
さ
れ
た
メ
モ
か
ら
見
て
み
よ
う
。
筆
者
は
、
こ
の
メ
モ
は
、
池
田
の
首
相
政
務
秘
書
官

と
い
う
特
殊
な
職
歴
を
持
つ
伊
藤
に
、「
政
治
家
と
秘
書
と
の
関
係
」
に
つ
い
て
の
講
演
要
請
が
あ
っ
た
際
に
書
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と

推
測
す
る
。
文
中
に
は
「
皆
さ
ん
と
私
は
同
じ
立
場
で
あ
っ
た
と
思
う
」
と
記
し
て
あ
る
。「
皆
さ
ん
」
と
は
、
文
章
の
前
後
か
ら
し
て
政

治
家
秘
書
を
指
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
宏
池
会
に
所
属
す
る
国
会
議
員
の
秘
書
会
か
ら
、
伊
藤
に
体

験
談
を
含
め
て
「
政
治
家
と
秘
書
と
の
関
係
」
に
関
し
て
語
っ
て
も
ら
う
よ
う
懇
願
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。「
伊
藤
と
池
田
の
関
係
」
が
、

「
政
治
家
と
新
聞
記
者
の
関
係
」、「
政
治
家
と
秘
書
の
関
係
」、「
大
臣
と
政
務
秘
書
官
の
関
係
」、「
首
相
と
政
務
秘
書
官
の
関
係
」
へ
と

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
し
て
い
く
過
程
で
、
変
わ
る
も
の
、
変
わ
ら
ざ
る
も
の
を
伝
授
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
ん
な
要
望
に
応
え
る
た

め
、
伊
藤
が
講
演
用
に
記
し
た
も
の
が
、
こ
の
メ
モ
だ
と
す
れ
ば
理
解
し
易
い
。

　

伊
藤
は
後
年
、
政
務
秘
書
官
だ
っ
た
頃
の
自
ら
の
存
在
意
味
に
つ
い
て
「
結
局
、
当
時
の
私
は
情
報
担
当
将
校
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い

る（
１
）。
さ
ら
に
続
け
て
「
池
田
は
ほ
か
の
こ
と
を
一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
た
か
ら
、
一
体
、
俺
は
ど
う
い
う
立
場
に
お
る
ん
だ
と
い
っ
て
い
っ

た
と
き
に
、
情
報
を
求
め
ら
れ
る
。『
こ
こ
と
こ
こ
は
こ
う
な
っ
て
い
ま
す
』『
あ
、
そ
う
か
。
そ
れ
で
明
日
、
あ
い
つ
が
俺
ん
と
こ
へ
来

る
ん
だ
な
』
と
。
そ
う
い
う
情
報
に
よ
っ
て
武
装
さ
れ
た
池
田
は
、
閣
僚
、
幹
事
長
と
会
う
、
い
ろ
ん
な
人
と
会
っ
て
、
対
応
す
る
と
な

る
。
最
後
は
、
内
閣
改
造
で
困
っ
た
と
き
な
ど
も
判
断
を
求
め
ら
れ
た
」
と
語
る（

２
）。
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も
ち
ろ
ん
、
伊
藤
と
て
、
一
足
飛
び
に
、
こ
こ
ま
で
の
地
位
に
上
り
詰
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
数
知
れ
ぬ
葛
藤
と
紆
余
曲
折

が
あ
っ
た
。

　

西
日
本
新
聞
社
に
入
社
し
、
東
京
支
社
で
政
治
部
記
者
を
務
め
て
い
た
一
九
五
一
年
頃
、
伊
藤
は
毎
晩
、
池
田
の
私
邸
の
夜
回
り
を
繰

り
返
し
て
い
た
。
新
聞
各
社
の
政
治
部
記
者
た
ち
と
の
懇
談
が
終
わ
り
、
彼
ら
が
帰
途
に
就
く
と
、
伊
藤
だ
け
が
再
び
舞
い
戻
り
、
池
田

が
電
話
で
有
力
政
治
家
と
遣
り
取
り
す
る
場
面
を
脇
で
聞
か
せ
て
く
れ
た
と
い
う
。

　

そ
う
な
れ
ば
、
今
後
の
政
局
の
動
き
は
簡
単
に
予
見
で
き
る
。
し
か
し
、
他
紙
と
は
一
味
違
っ
た
伊
藤
の
記
事
が
関
係
者
に
知
ら
れ
る

こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
西
日
本
新
聞
は
福
岡
を
起
点
と
す
る
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
紙
で
あ
り
、
全
国
紙
で
は
な
い
た
め
、
翌
朝
、
永

田
町
の
関
係
者
が
自
由
に
読
め
る
わ
け
で
は
な
い
。
新
幹
線
や
高
速
道
路
も
な
い
当
時
の
交
通
事
情
を
考
え
れ
ば
、
福
岡
で
印
刷
さ
れ
た

新
聞
が
鉄
道
便
で
東
京
に
着
き
、
福
岡
選
出
の
国
会
議
員
た
ち
の
議
員
会
館
事
務
所
に
届
く
ま
で
に
は
、
一
日
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
ず
る
。

加
え
て
、
池
田
か
ら
聞
い
た
情
報
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
伊
藤
の
記
事
は
一
面
に
は
掲
載
さ
れ
ず
、
解
説
記
事
と
し
て
、
二
面
や
政
治
面
に

載
る
た
め
目
立
た
な
か
っ
た
と
、
後
年
、
伊
藤
が
筆
者
に
述
懐
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　

政
治
家
・
池
田
と
新
聞
記
者
・
伊
藤
の
深
い
関
わ
り
を
知
る
他
社
の
新
聞
記
者
も
い
た
が
、
全
国
紙
で
な
い
こ
と
が
、
伊
藤
が
比
較
的

自
由
に
取
材
で
き
る
余
地
を
残
し
て
い
た
。
伊
藤
本
人
は
、
政
局
の
流
れ
を
池
田
を
通
じ
て
知
り
、
数
日
後
、
そ
の
通
り
に
動
く
た
め
、

毎
日
が
楽
し
く
て
仕
方
な
か
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
新
聞
記
者
と
し
て
の
楽
し
い
期
間
は
長
く
は
続
か
な
い
。
定
期
的
な
人
事
異
動
に
よ
り
、
伊
藤
は
一
九
五
六
年
一
月
、
本
社
整

理
部
に
呼
び
戻
さ
れ
る
。
し
か
も
本
社
業
務
は
取
材
・
編
集
で
は
な
く
、
整
理
・
校
閲
で
あ
る
。
時
間
内
に
見
出
し
を
考
え
る
こ
と
が
大

の
苦
手
だ
っ
た
伊
藤
に
と
っ
て
、
こ
の
仕
事
は
苦
痛
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

　

二
年
間
、
整
理
部
に
勤
務
し
た
も
の
の
、
つ
い
に
伊
藤
は
退
職
を
決
意
、
一
九
五
八
年
四
月
、
池
田
を
頼
っ
て
上
京
す
る
。
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文
中
に
「
佐
ト
ウ
ガ
池
田
カ
」
と
迷
っ
た
よ
う
な
表
現
が
出
て
く
る
。
伊
藤
は
公
言
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
新
聞
記
者
当
時
、
佐

藤
栄
作
と
も
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
池
田
と
慎
重
居
士
の
佐
藤
は
性
格
が
全
く
異
な
る
。
佐
藤
は
決
し
て
余
計
な
こ
と
は
口
に
せ
ず
、
し
か

も
、
身
嗜
み
に
煩
か
っ
た
。
服
装
に
は
無
頓
着
な
伊
藤
に
対
し
、
一
分
の
隙
も
な
い
ス
ー
ツ
姿
の
佐
藤
は
、
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
の
ボ
タ
ン

は
一
番
上
ま
で
留
め
て
か
ら
、
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
る
も
の
で
あ
る
と
注
意
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
佐
藤
と
は
合
わ
な
い
と
判
断
し

た
伊
藤
は
池
田
を
選
ん
だ
。

　
「
去
る
者
日
日
に
疎
し
」
と
記
し
て
い
る
が
、
ま
さ
に
福
岡
で
過
ご
し
た
二
年
間
で
伊
藤
は
永
田
町
の
動
き
に
疎
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
、
政
治
勘
を
取
り
戻
す
に
は
、
し
ば
ら
く
の
時
間
が
必
要
と
な
る
。

　

伊
藤
は
、
ま
ず
宏
池
会
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
た
。
だ
が
、
実
際
は
新
宿
・
信
濃
町
の
池
田
邸
に
待
機
す
る
だ
け
で
、
決
ま
っ
た
仕
事
も
な

い
と
い
う
境
遇
に
置
か
れ
る
。

　

伊
藤
と
同
じ
よ
う
な
立
場
の
人
物
に
登
坂
重
次
郎
が
い
る
。
登
坂
は
伊
藤
よ
り
四
つ
年
上
だ
が
、
ほ
ぼ
同
世
代
で
あ
る
。
郷
里
の
旧
制

水
海
道
中
学
卒
業
後
、
土
浦
税
務
署
に
入
り
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
東
京
財
務
局
に
栄
転
し
、
局
長
の
池
田
に
仕
え
る
こ
と
と
な
る
。
池

田
が
大
蔵
省
の
主
税
局
長
に
転
出
す
る
と
、
池
田
に
引
っ
張
ら
れ
る
形
で
登
坂
も
主
税
局
事
務
官
と
し
て
勤
務
し
、
池
田
が
衆
議
院
議
員

選
挙
に
立
候
補
す
る
と
聞
く
と
、
独
断
で
職
を
辞
し
、
そ
の
ま
ま
池
田
の
地
元
・
広
島
に
出
向
い
て
選
挙
運
動
を
手
伝
い
、
当
選
後
は
秘

書
と
し
て
池
田
を
支
え
た
。
伊
藤
が
秘
書
と
な
っ
た
時
点
で
、
池
田
事
務
所
の
大
御
所
は
登
坂
で
あ
っ
た
。

　

二
人
は
勤
務
先
を
辞
し
、
池
田
の
懐
に
飛
び
込
ん
だ
点
で
は
似
て
い
た
が
、
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
登
坂
は
、
池
田
が
大
蔵
省
に
い

た
頃
も
、
衆
議
院
議
員
に
な
っ
て
か
ら
も
、
部
下
と
し
て
「
上
司
に
仕
え
る
立
場
」
で
一
貫
し
て
い
た
が
、
伊
藤
は
新
聞
記
者
と
し
て
「
取

材
す
る
立
場
」
か
ら
の
転
身
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
伊
藤
は
「
政
治
家
と
新
聞
記
者
の
関
係
」
か
ら
「
政
治
家
と
秘
書
の
関
係
」
に
変
わ
っ

た
こ
と
に
よ
る
意
識
の
切
り
替
え
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。
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年
齢
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
必
然
的
に
伊
藤
に
と
っ
て
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
の
は
登
坂
だ
っ
た
。
池
田
が
石
橋
湛
山
内
閣
、
第
一
次
岸
信

介
内
閣
で
大
蔵
大
臣
、
第
二
次
岸
改
造
内
閣
で
通
産
大
臣
を
務
め
た
際
は
、
登
坂
に
政
務
秘
書
官
に
就
い
て
い
る
。
た
だ
、
池
田
が
登
坂

に
求
め
た
も
の
は
、
影
の
よ
う
に
付
き
従
い
、
選
挙
区
や
身
の
回
り
一
切
の
世
話
を
す
る
よ
う
な
役
割
で
、
情
報
将
校
た
る
そ
れ
で
な
い

こ
と
は
、
池
田
も
登
坂
も
自
覚
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
登
坂
に
で
き
る
こ
と
を
池
田
が
伊
藤
に
求
め
る
は
ず
も
な
い
。
池
田
の
政
治
活
動

を
支
え
る
情
報
将
校
に
な
り
切
る
た
め
の
意
識
改
革
こ
そ
が
、
伊
藤
の
課
題
と
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
伊
藤
が
最
初
に
命
じ
ら
れ
た
仕
事
は
、
新
聞
記
事
の
切
り
抜
き
と
、
そ
の
要
旨
を
池
田
に
知
ら
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
池

田
が
自
宅
を
出
る
の
は
午
前
九
時
頃
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
手
渡
す
た
め
、
早
朝
か
ら
作
業
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
秘
書
に

な
り
た
て
の
伊
藤
が
意
気
消
沈
気
味
に
作
業
を
し
て
い
る
姿
を
見
た
サ
ン
ケ
イ
新
聞
記
者
・
吉
村
克
己
が
、
そ
の
こ
と
を
池
田
に
伝
え
た
。

「『
勉
強
さ
せ
よ
う
と
、
思
っ
て
切
り
抜
き
を
や
ら
せ
て
い
る
ん
だ
。
そ
れ
が
立
派
な
仕
事
だ
。
ブ
ー
ち
ゃ
ん
に
そ
う
言
っ
て
く
れ
』　

そ
れ

を
伊
藤
に
伝
え
る
と
伊
藤
は
『
そ
う
か
。
池
田
は
そ
う
言
っ
た
か
』
と
途
端
に
元
気
に
な
っ
た
」
と
い
う（

３
）。「
ブ
ー
ち
ゃ
ん
」
と
は
伊
藤
の

愛
称
を
指
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
池
田
邸
に
出
入
り
し
て
一
ヵ
月
も
経
た
な
い
う
ち
に
衆
議
院
が
解
散
す
る
。
伊
藤
は
池
田
の
全
国
遊
説
日
程
の
作
成
と
選

挙
公
報
に
載
せ
る
池
田
の
政
策
を
書
く
こ
と
も
命
じ
ら
れ
た
。
政
策
は
池
田
と
大
蔵
省
入
省
同
期
の
親
友
で
、
宏
池
会
事
務
局
長
を
務
め

て
い
た
田
村
敏
雄
に
聞
い
た
も
の
を
書
い
て
持
っ
て
い
く
も
、
修
正
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
ん
な
苦
労
を
重
ね
る
う
ち
に
伊
藤
も
徐
々
に
成

長
し
て
い
く
。

　

毎
日
の
蓄
積
の
中
で
、
体
で
物
事
を
覚
え
て
い
き
、
要
領
も
分
か
っ
て
き
た
。
し
か
も
、
仕
入
れ
た
情
報
は
直
接
、
池
田
の
耳
に
入
れ

る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
側
近
議
員
の
大
平
正
芳
や
鈴
木
善
幸
、
宮
沢
喜
一
に
知
ら
せ
、
情
報
を
共
有
し
た
上
で
、
彼
ら
の
判
断
で
、
必

要
な
情
報
が
池
田
本
人
に
誤
り
な
く
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
学
ん
だ
。
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選
挙
後
、
第
二
次
岸
内
閣
が
発
足
し
た
際
、
無
任
所
の
国
務
大
臣
と
な
っ
た
池
田
は
伊
藤
を
政
務
秘
書
官
に
起
用
す
る
。
登
坂
の
心
境

は
複
雑
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
池
田
は
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
、
翌
一
九
五
九
年
六
月
の
改
造
人
事
で
通
産
大
臣
に
就
任
し
た
際
は
、
登

坂
を
再
び
政
務
秘
書
官
に
し
た
。

　

伊
藤
は
毎
朝
、
池
田
私
邸
か
ら
池
田
の
公
用
車
に
同
乗
し
て
無
任
所
大
臣
室
が
あ
る
首
相
官
邸
に
通
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
、

か
つ
て
新
聞
記
者
だ
っ
た
際
に
体
得
し
た
政
治
勘
を
取
り
戻
し
て
い
く
。
池
田
と
同
じ
時
間
を
共
有
す
る
機
会
が
増
え
れ
ば
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
池
田
の
考
え
に
接
し
、
確
認
が
で
き
る
。
側
近
議
員
や
事
務
秘
書
官
も
、
伊
藤
を
通
じ
た
情
報
交
換
に
よ
っ
て
、
池
田
の
考
え
を
正

確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
情
報
将
校
と
し
て
の
使
命
を
伊
藤
は
徐
々
に
マ
ス
タ
ー
し
て
い
っ
た
。

　

筆
者
の
手
元
に
池
田
の
妻
・
満
枝
が
伊
藤
の
妻
・
淳
子
に
贈
り
物
に
添
え
て
渡
し
た
メ
モ
が
あ
る
。「
大
蔵
大
臣　

池
田
勇
人
」
と
印
刷

さ
れ
た
名
刺
の
ス
ペ
ー
ス
に
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
当
時
の
伊
藤
の
精
勤
ぶ
り
が
窺
え
て
興
味
深
い
。

　　
　

御
主
人
様
毎
晩
お
そ
く
ま
で

　
　

よ
く
御
働
き
に
な
り
ま
す
、
皆
で
感

　
　

心
致
し
て
居
り
ま
す　

御
粗
末
な
品
御
納

　
　

め
下
さ
い
ま
し

　
　

大
藏
大
臣　

池　

田　

勇　

人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内

　
　

伊
藤
御
奥
様
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一
九
六
〇
年
七
月
、
池
田
内
閣
が
発
足
す
る
と
、
伊
藤
は
首
相
政
務
秘
書
官
と
な
る
。
そ
れ
は
池
田
が
退
陣
す
る
ま
で
四
年
四
ヵ
月
間

に
及
ん
だ
。
登
坂
は
念
願
の
首
相
政
務
秘
書
官
に
な
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
一
九
六
三
年
一
一
月
、
池
田
内
閣
下
に
お
け
る
最
後

の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
郷
里
の
茨
城
旧
三
区
か
ら
立
候
補
し
て
初
当
選
を
果
た
し
、
後
に
当
選
六
回
を
重
ね
て
い
る
。

　

そ
ん
な
伊
藤
が
首
相
政
務
秘
書
官
と
し
て
の
真
価
が
最
初
に
問
わ
れ
た
の
は
、
池
田
内
閣
発
足
か
ら
三
ヵ
月
後
の
一
〇
月
一
二
日
、
ラ

イ
バ
ル
政
党
た
る
社
会
党
委
員
長
の
浅
沼
稲
次
郎
が
、
日
比
谷
公
会
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
自
民
党
、
社
会
党
、
民
社
党
「
三
党
首
大
演
説

会
」
に
お
け
る
演
説
中
、
山
口
二
矢
と
い
う
一
七
歳
の
右
翼
少
年
に
刺
殺
さ
れ
た
直
後
、
池
田
が
国
会
で
行
っ
た
浅
沼
へ
の
追
悼
演
説
の

草
稿
を
、
伊
藤
が
書
い
た
時
で
あ
る
。
池
田
は
伊
藤
に
「
お
れ
が
読
ん
だ
ら
、
議
場
が
シ
ー
ン
と
し
て
し
ま
う
よ
う
な
追
悼
文
を
書
い
て

く
れ
」
と
頼
ん
で
き
た
と
い
う（

４
）。

　

衆
議
院
事
務
局
が
用
意
し
た
追
悼
文
は
平
々
凡
々
と
し
た
も
の
で
使
い
物
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
伊
藤
は
手
当
た
り
次
第
に
浅
沼

に
関
す
る
資
料
を
集
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
中
に
日
本
経
済
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
浅
沼
の
執
筆
に
よ
る
「
私
の
履
歴
書
」
が
あ
っ
た
。

読
ん
で
み
る
と
、
浅
沼
の
友
人
が
詠
っ
た
と
い
う
「
沼
は
演
説
百
姓
よ
」
で
始
ま
る
詩
が
載
っ
て
い
た
。
伊
藤
は
、
こ
れ
を
盛
り
込
み
、

短
期
間
の
う
ち
に
草
稿
を
仕
上
げ
た
。

　

追
悼
演
説
は
大
成
功
だ
っ
た
。
池
田
は
後
に
「
あ
の
演
説
は
、
五
億
円
か
十
憶
円
の
価
値
が
あ
っ
た
」
と
評
価
し
、
伊
藤
は
「
そ
の
後
、

死
の
寸
前
に
い
た
る
ま
で
、
私
は
池
田
の
心
の
な
か
に
自
由
自
在
に
出
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る（

５
）。
池

田
の
考
え
る
こ
と
と
伊
藤
の
思
い
が
一
致
し
た
の
で
あ
っ
た
。
以
来
、
伊
藤
は
池
田
の
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
様
々
な
演
説
原
稿
を

書
き
上
げ
て
い
く
。

　
「
心
の
な
か
に
自
由
自
在
に
出
入
り
で
き
る
関
係
」
と
は
何
か
。
メ
モ
に
は
、
そ
の
様
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
説
明
が
必
要
な

の
は
「
あ
い
よ
か
け
よ
の
関
係
」
で
あ
ろ
う
。「
あ
い
よ
か
け
よ
」
と
は
岡
山
の
古
い
方
言
で
、
二
つ
の
存
在
が
互
い
に
力
を
出
し
合
い
協
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力
す
る
様
子
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
伊
藤
は
岡
山
に
本
部
が
あ
る
金
光
教
の
熱
心
な
信
者
だ
っ
た
。
故
に
、
こ
の
よ
う
な
方
言
が
出
て

く
る
の
で
あ
ろ
う
。「
伊
藤
と
池
田
の
関
係
」
は
「
あ
い
よ
か
け
よ
の
関
係
」、
言
わ
ば
「
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
」
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
が
多
く
の
紙
幅
を
割
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

メ
モ
に
は
、「
山
本
条
太
郎
の
話　

学
生
―
山
本
条
太
郎
―
就
耺
［
職
の
異
体
字
］
の
問
題
で
相
談
」
と
の
一
文
も
あ
る
。
こ
れ
に
は
解

説
が
必
要
だ
ろ
う
。
伊
藤
が
知
り
合
い
の
「
学
生
」
の
就
職
を
、
池
田
と
懇
意
に
し
て
い
た
会
社
に
依
頼
し
、
無
事
、
入
社
で
き
た
こ
と

あ
っ
た
。
池
田
の
手
を
煩
わ
せ
ま
い
と
、
伊
藤
は
池
田
の
妻
・
満
枝
に
だ
け
報
告
し
自
ら
動
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
池
田
の
死
後
一
年
以
上

経
っ
て
、
伊
藤
は
、
池
田
本
人
が
、
そ
の
会
社
の
「
社
長
と
専
務
と
に
、
居
す
ま
い
を
正
し
、
て
い
ね
い
に
頭
を
下
げ
て
た
の
ん
で
く
れ

て
い
た
」
こ
と
を
知
る（

６
）。「
会
社
の
人
」
は
伊
藤
に
「
社
長
が
言
っ
て
ま
し
た
よ
。『
池
田
さ
ん
と
は
な
が
い
つ
き
あ
い
だ
が
、
池
田
さ
ん

か
ら
個
人
的
に
も
の
を
た
の
ま
れ
た
の
は
、
池
田
さ
ん
の
甥
と
、
あ
な
た
の
知
り
合
い
の
人
の
二
回
だ
け
だ
』
っ
て
」
と
言
っ
て
い
た
と

い
う（

７
）。「
あ
い
よ
か
け
よ
の
関
係
」
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る
。

　

戦
後
日
本
の
復
興
を
世
界
に
発
信
し
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
閉
幕
し
た
翌
日
、
一
九
六
四
年
一
〇
月
二
五
日
に
、
池
田
は
病
の
た
め
、

首
相
退
陣
を
表
明
し
た
。
補
足
メ
モ
に
は
池
田
退
陣
か
ら
死
去
ま
で
の
一
〇
ヵ
月
が
記
さ
れ
て
い
る
。
池
田
が
亡
く
な
る
ま
で
の
間
の
心

の
葛
藤
、「
あ
い
よ
か
け
よ
」
の
相
手
を
亡
く
し
た
伊
藤
が
、
池
田
の
死
を
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
、
今
後
の
人
生
を
ど
う
生
き
て
い
く
べ

き
か
、
考
え
抜
い
た
も
の
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

文
中
に
「
十
月
十
九
日　

引
退
声
明
の
六
日
前　

 

お
道
の
信
心
を
す
ゝ
め
た
こ
と
あ
り
」
と
あ
る
が
、
伊
藤
は
池
田
に
信
心
を
勧
め
た

よ
う
で
あ
る
。
金
光
教
の
信
者
で
あ
る
伊
藤
は
政
治
家
に
は
信
仰
心
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
伊
藤
は
著
書
『
哲
学
の
な
い
政
治

家
が
、
国
を
滅
ぼ
す
』（
致
知
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
の
中
で
「
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
能
力
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
」
と
し
た
上
で
、「
そ
れ
以
上
に
、
自
分
の
能
力
な
ど
で
は
及
び
も
つ
か
な
い
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
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い
く
な
の
だ
か
ら
。
別
の
力
に
よ
っ
て
足
ら
な
い
と
こ
ろ
を
足
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
強
い
認
識
が
必
要
で
あ
る
。
リ
ー

ダ
ー
た
る
者
に
は
信
心
、
あ
る
い
は
宗
教
心
が
不
可
欠
で
あ
る
ゆ
え
ん
が
、
こ
こ
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

８
）。

　

池
田
に
宗
教
心
が
な
か
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
実
際
、
大
蔵
省
入
省
後
間
も
な
く
、
不
治
の
病
と
言
わ
れ
た
難
病
の
落
葉
状
天
疱
瘡
を

発
症
し
、
五
年
間
の
闘
病
生
活
後
、
奇
跡
的
に
回
復
す
る
が
、
病
気
治
癒
の
た
め
四
国
巡
礼
の
旅
も
し
て
い
る
。
病
気
が
池
田
の
信
仰
心

を
篤
く
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
首
相
当
時
は
閣
議
の
机
下
で
、
数
珠
を
握
り
、
政
策
判
断
が
国
の
た
め
に
な
る
よ
う
祈
念
し
て
い
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　

池
田
は
退
陣
後
に
、
一
度
は
回
復
し
、
自
宅
に
戻
っ
た
も
の
の
年
明
け
二
月
頃
に
再
発
す
る
。
補
足
メ
モ
に
は
、
八
月
に
死
去
す
る
ま

で
の
経
緯
も
時
系
列
で
記
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
は
、
池
田
の
死
後
、
今
後
の
自
ら
の
生
き
様
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
る
。
池
田
か
ら
与
え

ら
れ
た
も
の
は
「
信
念
、
勇
氣
、
友
情
、
考
へ
方
」
と
記
し
、「
楽
な
方
へ
と
考
へ
ず
に
進
ま
せ
て
も
ら
う
」
と
締
め
括
っ
て
い
る
。

　

池
田
が
退
陣
し
た
年
の
師
走
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
伊
藤
を
激
励
す
る
会
が
あ
り
、
政
財
官
界
、
言
論
界
か
ら
三
〇
〇
人
以
上
の

名
士
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
席
で
ス
ピ
ー
チ
に
立
っ
た
伊
藤
は
四
年
四
ヵ
月
の
首
相
秘
書
官
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
と
し
て
「『
一
人
が
仕
事
を

す
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
が
仕
事
を
す
る
の
で
あ
る
』
と
い
う
こ
と
だ
。
多
く
の
人
と
い
う
の
は
、
そ
の
人
の
友
達
で
あ
る
。（
中

略
）
本
日
、
こ
こ
に
こ
ら
れ
た
の
は
、
お
や
じ
さ
ん
と
そ
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
方
々
ば
か
り
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

９
）。
政
権
は
一

握
り
の
側
近
だ
け
で
維
持
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ど
ん
な
に
彼
ら
が
優
秀
と
言
え
ど
も
、
そ
こ
に
は
自
ず
と
限
界
は
あ
る
。
広
く
世
間

の
出
来
事
に
思
い
を
馳
せ
、
民
意
を
汲
み
取
る
た
め
、
幅
広
い
民
間
人
と
の
交
流
か
ら
、
彼
ら
の
意
見
、
ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け
る
謙

虚
さ
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　
「
多
く
の
人
が
仕
事
を
す
る
」
と
い
う
伊
藤
の
言
葉
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
な
い
か
。
こ
の
時
、
伊
藤
は
四
七
歳
、
池
田
と
の
得
難
い

出
会
い
を
糧
に
、
八
五
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
約
四
〇
年
間
、
政
治
評
論
家
と
し
て
活
動
を
続
け
た
。
宏
池
会
の
古
参
、
元
防
衛
庁
長
官
・
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瓦
力
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
政
治
的
な
こ
と
と
な
る
と
機
敏
で
繊
細
な
神
経
の
持
ち
主
だ
っ
た
。
世
間
の
動
向
を
読
む
こ
と
に
な
に
よ

り
長
け
て
い
た
し
、
無
欲
で
、
直
言
に
は
重
み
と
キ
レ
味
が
あ
っ
た
。（
中
略
）
政
治
を
手
段
に
使
わ
ず
大
局
で
見
据
え
て
い
た
稀
有
の
存

在
」
と
い
う
評
価
に
落
ち
着
く
だ
ろ
う（

（1
（

。

　

ま
さ
に
情
報
担
当
将
校
と
し
て
の
生
涯
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
深
い
信
仰
心
に
裏
打
ち
さ
れ
た
信
念
が
あ
っ
た
。
最
高
指
導
者
と
そ

れ
に
仕
え
る
者
の
間
に
存
在
す
る
規
範
、
秩
序
が
、
瓦
の
伊
藤
評
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

以
下
は
、
そ
の
メ
モ
と
補
足
メ
モ
で
あ
る
。（　

）
の
数
字
は
原
稿
用
紙
の
頁
数
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、（
１
）
に
あ
る
「
親
爺
さ
ん
」

と
は
自
ら
が
仕
え
る
政
治
家
、（
３
）
の
「
中
小
企
業
の
二
人
や
三
人
と
い
つ
た
あ
と
だ
つ
た
」
と
は
一
九
五
〇
年
三
月
一
日
、
当
時
、
大

蔵
大
臣
だ
っ
た
池
田
が
記
者
会
見
で
中
小
企
業
の
「
五
人
や
十
人
倒
産
し
自
殺
し
て
も
国
民
全
体
の
数
か
ら
み
れ
ば
大
し
た
こ
と
は
な
い
」

と
発
言
し
、
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る（

（1
（

。

メ
モ

（
１
）

△
池
田
さ
ん
と
私
（
人
間
関
係
）

　

人
間
か
仂
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
人
間
関
係
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

⊗

秘
書
、
秘
書
官
と　

親
爺
さ
ん
と
の
関
係
―
人
間
間
（
マ
マ
）
係
が
極
め
て
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
か
モ
ト
な
の
だ
。

×
「
事
務
を
や
つ
て
い
て
そ
れ
か
事
務
に
な
ら
ぬ
」　

そ
の
根
底
に
人
間
間
（
マ
マ
）
係
か
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

⊗

一
切
は
人
間
間
（
マ
マ
）
係
（
心
の
ヴ
ェ
ク
サ
セ
ル
、
ヴ
イ
ク
ン
グ　

心
的
交
互
作
用
）
の
反
映
な
の
だ
。
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×
そ
れ
は
私
は
が
意
識
し
て
そ
う
な
つ
た
も
の
で
は
な
い
。

（
２
）

×
そ
れ
を
狙
つ
て
や
っ
た
の
な
ら
ワ
ザ
と
ら
し
く
な
る
。

⊗

何
時
の
間
に
か
そ
う
な
つ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
意
味
か
あ
る
よ
う
に
思
う
。

⊗

そ
れ
に
は　

秘
書
（
秘
書
官
）
の
生
活
態
度
か
極
め
て
大
切
で
あ
る
―
生
活
の
積
上
げ
作
用
が
基
礎
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

　
△
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
（
私
の
体
験
）

⊗

私
は
新
聞
記
者
だ
つ
た
。
池
田
は
政
治
家
だ
つ
た
。

×
官
僚
政
治
家
―
こ
れ
か
ら
政
党
人
に
な
ら
う
と
し
て
い
た
。

（
３
）

→
中
小
企
業
の
二
人
や
三
人
と
い
つ
た
あ
と
だ
つ
た
。
―
〇
秘
書
を
使
う
人
は
必
ず
問
題
か
ゝ
え
て
い
る
―
〇
眞
剣
に
と
り
く
ん
で
い
る

（
〇
問
題
意
識
―
〇
取
組
み
を
つ
て
い
る
）　

皆
さ
ん
と
私
は
同
じ
立
場
で
あ
つ
た
と
思
う
。

一
〇
新
聞
記
者
と
政
治
家
の
間
は
あ
る
程
度
肚
の
さ
ぐ
り
合
い
で
あ
る
―
い
つ
て
み
れ
ば
本
当
の
人
間
間
（
マ
マ
）
係
で
は
な
い
。
―
多

分
に
取
引
の
関
係
か
あ
る
。
―
い
は
ゞ
利
用
し
利
用
さ
れ
る
関
係
―
も
ち
つ
も
た
れ
つ
の
関
係
な
の
だ
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（
４
）

　

私
と
池
田
→
〇
お
も
し
ろ
い
人
物
だ
な
―
将
来
大
き
く
な
る
可
能
性
か
あ
る
か
も
し
れ
ん
な
と
い
う
関
係
―
ど
ち
ら
に
も
遠
慮
か
あ
る

―
池
田
氏
を
そ
れ
ほ
ど
好
き
だ
つ
た
譯
で
は
な
い
―
好
意
は
あ
つ
た
―
別
に
尊
敬
は
し
て
い
な
か
つ
た
。

△
転
勤
に
な
つ
た
。

×
池
田
と
の
関
係
は
遮
断
さ
れ
た
。
―
二
年
間

×
去
る
者
日
日
に
疎
し

×
私
は
東
京
に
帰
る
つ
も
り
だ
つ
た
―
帰
れ
な
い
―
と
う
と
う
や
め
る
決
心
を
し
た
―
色
々
考
へ
た
。
だ
れ
だ
ら
う
か　

佐
ト
が
池
田
か

―
池
田
と
な
つ
た
。

（
５
）

×
池
田
邸
に
入
つ
た
。
―
や
る
仕
事
か
な
い
―
〇
新
聞
記
者
と
政
治
家
で
な
い
面
か
出
て
来
た
。

×
〇
大
平
の
言
葉　

ツ
ラ
イ
よ
―
大
変
な
荒
れ
馬
で
あ
つ
た
。
―
放
射
能
を
も
つ
―
あ
て
ら
れ
る
。
―
仕
事
か
な
い
―
〇
い
や
に
な
つ
た
。

〇
何
度
も
や
め
よ
う
と
思
つ
た
―
〇
し
か
し
ふ
み
切
つ
て
し
ま
つ
た
以
上
や
め
る
ワ
ケ
に
行
か
な
い
―
〇
私
は
完
全
に
自
分
を
お
い
こ
ん
で

い
た
こ
と
に
な
る
。

×
色
々
池
田
の
ア
ラ
か
見
え
る
―
こ
う
な
る
と　

相
手
方
も
こ
ち
ら
の
ア
ラ
を
見
て
い
る
―
頑
張
つ
て
何
か

　（
６
）

　

や
ら
う
と
す
る
―
ヘ
マ
を
す
る
。
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×
〇
毎
日
か
苦
し
く
な
る
―
俺
な
と 

ぞ
こ
ゝ
に
居
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
―
疑
う
し
迷
う

×
池
田
夫
人
の
兄
（
医
者
）
と
話
し
た
こ
と
か
あ
る
（
不
必
要
だ
と
思
つ
た
ら
池
田
の
方
か
ら
ヤ
メ
て
く
れ
と
い
う
よ　

そ
う
い
う
男
な

の
だ
よ　

何
も
取
越
苦
労
す
る
必
要
は
な
い
）

×
あ
と
で
聞
い
た
ら　

皆
ん
な
そ
こ
を
通
つ
て
来
た
ら
し
い
。

×
〇
池
田
か
こ
わ
く
な
る
―
逃
げ
る
―
ま
た
文
句
を

　（
７
）

　

い
う
。
相
手
は
き
ら
は
れ
て
い
る
と
思
う
の
だ
。

×
〇
俺
が
こ
わ
い
か　

こ
わ
い

×
〇
ど
こ
が
こ
わ
い　

ど
こ
も
こ
わ
い

×
こ
う
い
う
関
係
か
約
一
年
つ
ゞ
い
た
。

△
こ
の
間　

こ
う
考
へ
た
。

×
俺
は
力
か
た
ら
な
い
。
池
田
勇
人
と
競
争
し
て
も
は
じ
ま
ら
な
い　

だ
か
全
力
を
出
す
。
表
も
裏
も
な
い
こ
の
力
を
見
て
も
ら
う
―
池

田
に
見
て
も
ら
う
の
で
は
な
い　

天
地
に
み
て
も
ら
う

×
〇
俺
は
池
田
を
通
じ
て
天
地
（
神
）
に
つ
か
え
る
の
だ
。

（
８
）
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×
池
田
か
ど
う
思
は
う
と
よ
ろ
し
い

△
状
況
の
分
析

×
仕
事
は
全
部
他
の
人
で
間
に
合
う
（
七
人
程
度
の
秘
書　

書
生
）
―
判
況
分
析
、
取
材
に
努
力
す
る
―
（
新
聞　

記
者
だ
つ
た
か
ら
）

―
こ
れ
を
池
田
に
す
ぐ
話
す
の
は
思
い
あ
が
り
だ
―
大
平
、
鈴
木
善
幸
に
話
す
―
大
平
、
鈴
木
が
池
田
を
補
佐
す
れ
ば
よ
い

△
新
聞
の
切
り
抜
き

×
池
田
か
ら
云
は
れ
た
仕
事
は
一
生
懸
命
や
る
―

新
聞
の
切
抜
き
を
二
年
や
つ
た
―
毎
朝
六
時
お

　（
９
）

　

き
―
七
つ
か
八
つ
の
新
聞
を
読
ん
で
切
り
抜
き
―
要
旨
を
か
く
―
三
時
間
か
ゝ
る
。
―
九
時
ま
で
に
と
ゞ
け
る
―
何
ん
で
も
な
い
か
大

変
苦
し
い
仕
事
た
つ
た
。（
日
か
た
つ
に
つ
れ
て
）

×
〇
二
年
た
つ
た
あ
る
日　

も
う
い
い
と
池
田
か
云
つ
て　

こ
れ
卆
業
と
な
つ
た
。
一
度
も
こ
ち
ら
か
ら
苦
し
い　

い
や
だ
と
云
つ
た
お

ぼ
え
は
な
か
つ
た
。

△
文
書
を
か
く

×
選
挙
公
報
を
書
か
さ
れ
た
―
〇
全
然
書
け
な
か
つ
た

〇
池
田
の
考
へ
方
を
何
も
し
ら
な
い
か
ら
だ
。
―
書
け
ば

　（
10
）
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〇
自
分
の
考
へ
に
な
る
。
池
田
の
考
へ
方
な
ぞ
一
つ
も
出
て
こ
な
い
―
書
け
な
い
と
な
る
。（
池
田
の
と
こ
ろ
へ
行
つ
て
一
ケ
月
目
に
選

挙
と
な
つ
た
か
ら
）
と
う
と
う
書
け
な
か
つ
た
。
死
ん
だ
田
村
氏
が
代
つ
て
書
い
た
こ
と
こ
と
（
マ
マ
）
が
あ
る

　
×
あ
と
か
ら　

政
治
に
関
す
る
一
切
の
文
書
は
私
の
仕
事
に
な
つ
た
―
〇
演
説
、
〇
あ
い
さ
つ
（
×
ギ
員
總
会
、
×
結
婚
、
×
弔
詞　
×
施
政

方
針
演
説
）
は
全
部
私
の
仕
事
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
た
か　

は
じ
め
は
こ
う
だ
つ
た
。

　（
11
）

×
だ
ん
だ
ん
池
田
か
判
つ
て
く
れ
ば
書
け
る
―
判
つ
た
深
さ
だ
け　

書
け
る
。

×
浅
沼
弔
詞
が
転
き
に
な
る
―
し
ま
い
に
は
〇
池
田
以
上
に
池
田
的
と
な
る
―
私
か
池
田
か
池
田
か
私
か
わ
か
ら
な
く
な
る
―
〇
私
か
思
つ

た
通
り
池
田
か
思
う
、
池
田
が
思
は
ぬ
以
上
に
私
か
思
う
―
私
か
池
田
と
な
る
。

×
「
池
田
の
思
ひ
を
推
測
す
る
―
現
状
を
み
る
―
こ
う
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。
―
私
の
考
え
か
入
る
―
総
理
大
臣
と
い
う
場
（
マ
マ
）

は
こ
う
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う

（
12
）

　

そ
れ
を
文
章
に
す
る
―
池
田
か
ダ
マ
つ
て
パ
ス
さ
せ
る
―

反
響
か
あ
る
―
池
田
自
身
か
び
つ
く
り
す
る
―
私
の
考
へ
を
注
目
す
る
―
〇
池
田
と
私
か
だ
ん
だ
ん
近
く
な
る

△
心
配
ご
と

×
心
的
（
メ
ン
タ
ル
）
な
ヴ
ェ
ク
ゼ
ル
、
ヴ
ィ
ル
ク
ン
グ
か
作
用
し
て
い
つ
た
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×
私
は
池
田
の
心
配
を
心
配
す
る
よ
う
に
な
つ
た
、

×
あ
ん
ま
り
心
配
し
て　

池
田
か
ら
注
意
さ
れ
た

（
心
配
す
る
の
は
よ
い
が　
〇
心
配
を
俺
に
言
う
な
）

（
〇
ブ
ー
チ
ヤ
ン
が
こ
う
い
う
か
ら　

俺
は
し
な
い
ん
だ
と
他
の
人
に
言
つ
た
こ
と
か
あ
る
）

（
13
）

×
そ
こ
で
秘
か
に
心
配
し
て
考
へ
を
ま
と
め
対
策
を
云
う
よ
う
に
な
つ
た
。

×
〇
こ
う
い
う
問
題
か
あ
る
―
〇
私
は
こ
う
思
う
（
こ
の
よ
う
に
発
展
す
る
と
思
う
）
―
〇
私
は
こ
う
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う

―
池
田
は
何
も
云
は
な
か
つ
た　

あ
る
と
き
な
ど
は
も
う
れ
つ
に
反
対
し
た　

だ
か
翌
日　

必
ず　

そ
の
通
り
に
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。

×
私
は
あ
と
か
ら　

ハ
ハ
ア
ン
と
思
う
こ
と
か
多
く
な
つ
た
。
―

×
こ
れ
を
利
用
し
て
い
た
ら　

私
は
今
ご
ろ
大
金
持
だ
ら
う
。

（
14
）

△
あ
い
よ
か
け
よ
の
関
係

×
〇
私
は
池
田
あ
つ
て
の
私
と
思
つ
て
仕
事
を
し
た

×
池
田
か
私
を
ど
う
思
う
か
は
問
題
に
し
な
い

×
常
に
池
田
を
中
心
に
し
て
考
へ
た

×
〇
逆
に
云
は 

へ
ば　

私
と
い
う
人
間
を
す
こ
し
づ
ゝ
捨
て
ゝ
行
つ
た
こ
と
に
な
る
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×
〇
池
田
は
私
を
不
思
議
な
奴
だ
と
思
つ
た
こ
と
だ
ら
う

×
〇
池
田
に
接
近
す
る
人
は
す
べ
て　

何
か
慾
か
あ
つ
た
だ
ら
う
か
ら
だ

　（
15
）

×
最
後
は
こ
う
し
て
く
れ
と
い
う
も
の
を
肚
に
も
つ
て
接
近
し
て
い
た 

く
る
の
だ
ら
う
と
思
う

×
〇
接
近
さ
れ
る
方
は　

そ
れ
を
敏
感
に
う
け 

感
じ
る
も
の
だ
。

×
と
こ
ろ
が　

何
時
ま
で
た
つ
て
も　

そ
う
い
う
こ
と
か
な
い

×
ど
う
も
変
だ　

変
な
奴
だ
と
思
つ
て
く
る

×
〇
と
こ
ろ
か　

そ
の
男
の
書
い
た
も
の
を
つ
か
う
と
反
応 

響
が
あ
る

×
使
つ
て
み
る
―
ま
た
反
響
か
あ
る
―
ま
す
ま
す
使
う

（
16
）

×
結
局
、
伊
藤
は
は
な
せ
な
い
と
な
つ
て
行
つ
た
の
で
あ
ら
う
。

×
〇
問
題
は
才
能
で
は
な
い
。

×
（
〇
才
能
も
あ
つ
た
か
も
し
れ
な
い
が
）
私
よ
り
す
ぐ
れ
た
才
能
は
い
く
ら
で
も
い
る

×
〇
池
田
と
私
と
の
間
の
よ
う
な　

生
き
た
作
用
、
反
作
用
を
す
る
人
間
か
少
か
つ
た　

と
い
う
こ
と
だ
ら
う
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×
（
〇
人
間
間
（
マ
マ
）
係
は　

い
の
ち
の
ひ
び
き
合
い
で
あ
る
）

×
生
命
と
生
命
の
ふ
れ
合
い
な
の
だ

（
17
）

×
そ
れ
か
生
き
た
人
間
間
（
マ
マ
）
係
で
あ
る
と
思
う

×
〇
恋
愛
に
似
て
い
る
か　

恋
愛
で
は
な
い

×
〇
同
志
愛
と
い
つ
た　

固
苦
し
い
も
の
で
も
な
い

×
〇
男
が
男
に
ほ
れ
た　

と
い
う
の
は
少
し　

大
ぎ
よ
う
な
話
で
あ
る

×
〇
夫
婦
愛
で
は
勿
論
な
い

×
「
そ
の
人
か
居
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
安
心
だ
と
い
う
関
係
」
―
「
二
、
三
日
会
は
な
い
と
ど
う
も
心
の
調
子
か
お
か
し
い
と
い
う
関

係
」

（
18
）

×
つ
ま
り　

い
の
ち
の
響
き
合
い　

と
い
つ
た
こ
と
し
か
云
い
あ
ら
は
し
よ
う
の
な
い
関
係
な
の
だ
。

◦
〇
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
れ
ば　

事
ム
［
＝
務
］
か
事
ム
で
な
く
な
つ
て
く
る
。
す
べ
て
か
相
談
事
に
な
つ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ

ら
う
か
。
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◦
〇
や
つ
て
い
る
事
は　

一
寸
し
た
こ
と
に
も　

生
き
甲
斐
を
感
ず
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。（
充
実
感
か
あ
る
）

◦
ど
こ
に
い
て
も　

何
を
し
て
も　

あ
る
力
を
背
後
に
感
じ
て
い
る

（
19
）

◦
私
が
そ
う
だ
か　

恐
ら
く
池
田
も
そ
う
だ
つ
た
だ
ら
う　

と
思
う
。

◎
私
に
は　

池
田
は
す
べ
て
を
話
し
た
か
ら
だ
。

◎
私
は
氣
か
つ
い
て
み
た
ら
池
田
の
周
辺
で
一
番
池
田
に
近
い
存
在
に
な
つ
て
い
た
。

△
具
体
的
な
事
に
つ
い
て
氣
か
つ
い
た
こ
と
を
、

×
ち
い
さ
な
こ
と
に
一
生
懸
命
に
な
れ
ぬ
時
は　

絶
対
に
大
き
な
こ
と
に
一
生
懸
命
に
な
れ
な
い
と
い
う
こ
と

×
ち
い
さ
な
こ
と
に
命
が
け
に
な
れ
な
い
時
は
大
き
な
こ
と
に
絶
対
に
命
が
け
に
な
れ
な
い

（
20
）

×
私
は
池
田
に
命
が
け
に
な
れ
と
い
う
た
こ
と
あ
る
→
よ
く
考
へ
て
私
自
身
が
生
命
が
け
に
な
つ
て
い
な
い
の
に　

ど
う
し
て
池
田
に
命

が
け
に
な
れ
と
い
へ
る
だ
ら
う
か
と
思
つ
た
。

⊗

秘
書
（
秘
書
官
）
の
仕
事
は
ち
い
さ
い
こ
と
か
多
い

⊗

だ
か
そ
の
ち
い
さ
い
事
の
中
に
も
う
れ
つ
に
大
き
な
こ
と
か
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
あ
る

⊗

原
子
力
は　

原
子
核
の
中
に
あ
る
極
微
の
世
界
の
な
か
に
あ
る
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（
一
）
段
ど
り
の
エ
ラ
ー
は
と
り
か
へ
す
こ
と
か
で
き
な
い
と
い
う
原
則
が
あ
る

⊗

手
順
は
よ
く
考
へ
る
べ
き
だ
―
日
程
の
問
題
の
中
に
す
べ
て
か
あ
る
と
い
つ
て
も
よ
い
。

×
ど
の
人
を
先
に
す
る
か　

ど
の
よ
う
な
応
接
す
る
か

（
21
）

×
そ
の
下
準
備
は
す
べ
て
秘
書
の
仕
事
だ

×
相
手
は
秘
書
を
み
て
親
爺
さ
ん
を
判
断
す
る

⊗

相
手
が
ど
う
い
う
立
場
の
人
で
あ
る
か
ゞ
判
つ
て
い
な
け
れ
ば
問
題
に
な
ら
な
い

×
池
田
の
問
題
意
識　

相
手
の
問
題
意
識
を
十
分
知
つ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

⊗

出
来
れ
ば　

そ
れ
に
対
す
る
予
備
知
識
に
池
田
に
入
れ
て
置
く
べ
き
だ
（
私
心
な
く
）

×
甲
を
先
に
し
て
乙
を
あ
と
に
す
る
―
こ
の
順
序
を
く
る
は
せ
る
と
一
切
が
パ
ア
と
な
る
。

⊗

政
治
は
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る　

事
業
も
ま
た
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
な
は
ず
だ
。

　（
22
）

⊗

そ
の
エ
ラ
ー
は
と
り
か
へ
し
か
つ
か
な
い
。

⊗

こ
の
エ
ラ
ー
で
（
ち
い
さ
な
こ
と
の
手
順
を
ま
ち
が
え
て
）
切
腹
し
た
人
が
あ
る
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×
こ
う
い
つ
た
〇
小
さ
な
事
の
積
み
上
げ
か
〇
歴
史
を
つ
く
る
と
思
う
。

×
つ
く
つ
て
い
る
人
は　

自
分
が
そ
れ
に
参
加
し
て
い
る
な
ど
と
は
夢
に
も
思
つ
て
い
な
い
の
だ
が

　
㊁
山
本
条
太
郎
の
話

×
学
生
―
山
本
条
太
郎
―
就
耺
［
職
の
異
体
字
］
の
問
題
で
相
談

（
23
）

×
君
は
い
の
ち
か
二
つ
に
な
る
こ
と
か
知
つ
て
る
か

×
知
ら
ぬ

×
こ
の
人
の
為
な
ら
命
を
な
げ
出
し
て
も
よ
い
と
い
う
人
を
一
人
つ
く
れ
―
こ
れ
で
生
命
か
二
つ
に
な
る

×
自
分
の
為
に
は
命
を
な
げ
出
し
て
も
よ
い
と
い
う
人
を
一
人
つ
く
れ　

こ
れ
で
三
つ
に
な
る　

と
い
う
た
こ
と
か
あ
る

×
非
常
に
興
味
の
あ
る
話
だ
。

→
人
間
関
係
は
人
対
人
の
関
係
で
あ
る
→
だ
か
そ
の
根
底
に
人
対
神
の
関
係
が
あ
る
→
そ
れ
か
な
け
れ
ば
本
当
の
人
間
関
係
は
生
れ
な
い

→
あ
い
よ
か
け
よ
の
関
係
は
生
れ
な
い
―
神
あ
つ
て
の
氏
子
の
信
心
か
な
け
れ
ば
本
も
の
に
は
な
ら
ぬ
―
こ
れ
は
す
べ
て
に
通
ず
る
道
で

あ
ら
う

×
こ
の
は
よ
う
な
こ
と
は
―
人
対
人
の
関
係
の
背
後
に
あ
る
人
対
神
の
関
係
か
あ
る
→
信
心
が
あ
る
→
そ
こ
で
は
じ
め
て
こ
の
よ
う
な
人

間
関
係
か
あ
り
う
る
の
で
あ
る

×
そ
の
人
か
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
か
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×
も
し
命
を
な
げ
だ
そ
う
と
思
つ
て
い
た
こ
と
か　

天
地
に
通
じ

（
24
）

　

て
い
な
け
れ
ば　

そ
の
人
は
終
る
か
も
し
れ
な
い

　

×
だ
か
天
地
と
い
う
大
き
な
生
命
力
と
い
の
ち
の
ひ
ゞ
き
合
い
に
な
る
こ
と
か
で
き
て
い
る
な
ら
ば　

そ
の
人
は
死
な
な
い
は
ず
だ

　

×
ま
た
逆
に
云
へ
ば
こ
の
天
地
の
生
命
力
と
（
い
の
ち
）
の
感
じ
合
い
に
な
つ
て
い
な
け
れ
ば　

あ
る
人
と
の
人
間
間
（
マ
マ
）
係
か

ひ
び
き
合
い
に
な
ら
な
か
つ
た
で
あ
ら
う　

と
い
う
こ
と
か
云
へ
そ
う
で
あ
る
。

�

ト
メ

補
足
メ
モ

（
１
）

　

十
月
二
十
四
日
は
忘
れ
ら
れ
な
い
日
（
池
田
か
あ
す
引
退
声
明
を
し
た
日
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
会
式
）

４
．
池
田
前
總
理
の
死

　

１. 

三
九
年
九
月
九 

八
日
夜
入
院
―
十
二
月
七
日
退
院

　
　

◦
手
術
か　

放
射
線
か

　
　

◦
首
相
代
理
か　

引
退
か
（
円
満
な
引
退
）　

10
／
24／ 

25
日

　
　

◦
公
選
か　

指
名
か
（
後
継
總
裁
）
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◦
す
べ
て　

お
か
げ
を
頂
く

　
　
　
　
（
十
月
十
九
日　

引
退
声
明
の
六
日
前　

 

お
道
の
信
心
を
す
ゝ
め
た
こ
と
あ
り
）　

（
２
）

　

２ 

再
発
―
死
去

　
　

◦
後
遺
症
の
治
療
に
専
念

　
　

◦
二
月
十
五
日　

血
タ
ン　

の
ど
の
痛
み

　
　

◦
五
月
頃　
　
　

医
師
の
疑
い

　
　

◦
六
月
一
杯　
　

様
子
を
み
る

　
　

◦
七
月
十
八
日　

再
発
確
定

　
　

◦
七
月
二
十
九
日　

東
大
入
院

　
　

◦
七
月
三
十
日　
　

機
関
（
マ
マ
）
切
開
（
も
の
か
云
へ
な
く
な
る
）

　
　

◦
八
月
四
日　
　
　

大
手
術

　
　

◦
八
月
十
三
日　
　

死
去

　（
３
）

　

１
年
→
３
年
→
５
年

　

３ 

私
の
信
心
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×
退
院
後　

出
来
る
だ
け
長
く
生
き
て
頂
く
願
い
（
二
年
～
四
年
）

　
　

×
お
禮
の
生
活
、「
前
總
理
の
学
を
学
ぶ
」「
信
心
に
入
る
？
」

　
　

×
六
月
の
初
旬

　
　
　

◦
「
ど
う
も
ぐ
あ
い
か
よ
く
な
い

　
　
　

長
期
戦
だ
よ
」

　
　
　

◦
「
の
ど
の
こ
と
ゝ
い
の
ち

0

0

0

の
こ
と
は
私
に
ま
か
せ
て
下
さ
い
」

　
　
　

×
「
本
人
に
信
心
か
な
い
」「
私
か
代
つ
て
お
願
い
す
る
」
と
い
う
氣
持

　（
４
）

　
　

×
七
月
十
八
日
（
再
発
）　

お
と
ゞ
け

　
　

×
七
月
二
十
四 

五
日
（
み
た
ま
ま
つ
り
の
翌
日
）　

御
本
部
お
と
ゞ
け
（
手
紙
を
書
か
せ
て
頂
く
）

　
　

×
八
月
四
日
か
ら
御
祈
念

　
　

×
手
紙

　
　
　
　

×
七
月
二
十
八
日
（
今
月
今
日
一
心
願
え
）

　
　
　
　

×
八
月
三
日　
　
（
我
か
身
は
神
徳
の
中
に
生
か
さ
れ
て
あ
り
）

　
　
　
　

×
八
月
十
日
（
神
の
綱
か
切
れ
た
と
い
う
か
神
は
切
ら
ぬ　

氏
子
か
ら
切
る
な
）

　　
（
５
）
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４ 

最
後
の
最
後
ま
で
絶
対
に
ダ
メ
だ
と
思
は
ぬ

　
　

◦
死
に
際
に
も
お
願
ひ
を
せ
よ

　
　

◦
私
の
一
念
で
も
死
な
せ
な
い
（
の
ど
と
い
の
ち
の
こ
と
は
私
に
お
ま
か
せ
下
さ
い
）

　
　

◦
神
様
の
御
比
禮
を
み
せ
て
頂
く

　　
　
　

×
死
ん
だ
日
に
は
神
様
に
文
句
を
云
つ
た
（
文
句
の
云
へ
る
よ
う
な
信
心
を
せ
よ
）

　
　
　

×
胸
に
ぽ
っ
か
り
穴
か
あ
く
と
い
う
氣
落
ち
は
な
か
つ
た
。（
こ
れ
は
お
か
げ
で
あ
る
）

　
　
　

×
相 

あ
い
よ
か
け
よ
の
相
手
か
死
ん
だ
→
何
ら
の
変
化⇒

お
き
づ
け
か
な
い
の
か
残
念
だ
つ
た
。

　（
６
）

　

×
「
池
田
に
信
心
が
な
か
つ
た
か
ら
」
と
い
う
言
譯
も
成
立
つ
が　

ど
う
も
こ
れ
で
は
肚
に
落
ち
ぬ

　

…　

八
月
十
日
に
池
田
と
の
縁
か
切
れ
た
の
か
と
も
思
う

　　

反
省

　

×
本
当
に
一
心
だ
つ
た
の
か
（
寐
な
い
修
行
？

　

×
り
き
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か　

神
さ
ま
を
押
し
ま
く
る
。　

神
さ
ま
を
は
じ
く

　

×
（
思
い
か
へ
し
）
出
て
く
る
も
の
が
す
べ
て
お
か
げ
で
あ
る
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（
７
）

　

×
池
田
は
な
す
べ
き
こ
と
を
全
部
な
し
た

　

×
私
は
信
心
の
飛
躍
を
頂
く
と
き
で
あ
る

　

×
一
人
あ
る
き
の
出
来
る
信
心
（
身
凌
ぎ
の
信
心
）

　

×
一
人
あ
る
き
の
仕
事
を
さ
せ
て
頂
く
時
で
あ
る

　

×
た
か
ら　

池
田
は
死
ん
だ
の
だ

　

×
形
に
見
え
る
も
の
は
頂
い
て
い
な
い

　

×
形
に
み
え
ぬ
も
の
は
一
番
多
く
頂
い
て
い
る

　
　

◦
信
念
、
勇
氣

　
　

◦
友
情
（
池
田
の
友
達
が
非
常
に
私
に
好
意
的
）

　
　

◦
考
へ
方

　
　

◦
こ
れ
ら
を
無
に
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る

�

　

ト
メ

①
手
も
と
の
問
題
、
足
も
と
の
問
題
に
四
つ
に
組
ま
し
て
い
た
だ
く
、

②
お
と
り
つ
ぎ
を
頂
く

③
楽
な
方　

楽
な
方
と
考
へ
ず
に
進
ま
せ
て
も
ら
う

④
や
ら
し
て
頂
く
と
い
う
気
持
、
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注
（
１
）		
伊
藤
昌
哉
『
危
機
の
政
治
・
予
見
の
政
治
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
一
九
九
三
年
）、
一
六
五
頁
。

（
２
）		
同
右
書
、
一
六
五
―
一
六
六
頁
。

（
３
）		

吉
村
克
己
『
池
田
政
権
・
一
五
七
五
日
―
高
度
成
長
と
共
に
安
保
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
』（
行
政
問
題
研
究
所
、
一
九
八
五
年
）、
一
〇
二
頁
。

（
４
）		

伊
藤
昌
哉
『
池
田
勇
人
―
そ
の
生
と
死
』（
至
誠
社
、
一
九
六
五
年
）、
一
〇
二
頁
。

（
５
）		

同
右
書
、
一
〇
五
頁
。

（
６
）		

同
右
書
、
二
四
五
頁
。

（
７
）		

同
右
。

（
８
）		

『
哲
学
の
な
い
政
治
家
が
、
国
を
滅
ぼ
す
』（
致
知
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）、
二
四
六
―
二
四
七
頁
。

（
９
）		

伊
藤
昌
哉
『
池
田
勇
人
―
そ
の
生
と
死
』、
前
掲
書
、
二
六
六
頁
。

（
10
）		

「
墓
碑
銘
」『
週
刊
新
潮
』
二
〇
〇
三
年
一
月
二
・
九
日
合
併
号　
（
新
潮
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
一
六
一
頁
。

（
11
）		

「
読
売
新
聞
」
一
九
五
〇
年
三
月
二
日
朝
刊
。

�

（
原
稿
受
付　

二
〇
二
三
年
一
〇
月
五
日
）
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